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参加費
（円）

1
阪
神
北

稲野町自主防災ハ
ザードマップ作成

稲野自治会
実
践

4 8 ～ 10 31
稲野セ
ンター

伊丹市
稲野町

○稲野町自主防災ハザードマップ作成
・地域住民と共に町内各地の危険箇所、
避難路の確認、三階以上の建物、道幅、
井戸の位置を地図に掲載。
・マップ完成後、使用説明会、実践学習会
を開催し、心構えを啓発。

Ｈ２５に作成した、要援
護者と支援者のマッチ
ングとＭＡＰ作成は防
災対策の大きな備えと
なる。

○ ○ ○
稲野町
住民

300 ー

2
中
播
磨

地震に備えて！重国
地域防災訓練

重国自主防災
会

実
践

4 1 ～ 5 1
重国大
歳公園

姫路市
豊富

○住民の避難訓練（要援護者、負傷者、
避難誘導の検証）
○消火訓練
○応急救護訓練
○炊き出し訓練
【4月6日】

訓練を通じ地域住民
の災害の備え、意識
の高揚を図り地域防
災力を向上させる。 ○ ○

重国地
区住民

300 －

3
北
播
磨

災害に備えよう（防
災学習）

三木市立中吉
川小学校

実
践

5 9 ～ 5 9

人と防
災未来
セン
ター

神戸市
中央区

○人と防災未来センターの見学
（展示見学、語り部の話の聴講）
【開催日５月９日】

人と防災未来センター
で、阪神・淡路大震災
からの教訓を学び、児
童・教職員の防災力を
高める ○ ○

3、４年
生

31 －

4 神
戸

六甲アイランド島ま
るごと防災講習会

六甲アイラン
ドまちかどネッ
ト

実
践

5 10 ～ 7 31

神戸
ファッ
ション
美術館
（オル
ビス
ホー
ル）

神戸市
東灘区

○六甲アイランド島内の住民、企業、学校
関係者の地域防災力を向上させるため、
防災講演会を開催する
講師：人と防災未来センター　河田惠昭セ
ンター長
【開催日：６月６日】

南海トラフ巨大地震の
備え、日頃からの防
災・減災活動につなげ
る。

○ ○ ○ ○ ○ ○
六甲ア
イランド
全住民

400 －

5 但
馬

平成26年度高屋区
自主防災事業”みん
なで取り組む要援護
者支援”

高屋区自主防
災組織

実
践

5 18 ～ 10 31
高屋区
内施設
等

豊岡市
高屋

○自主防災研修
・要援護者支援の仕組みづくり【5月18日】
○自主防災訓練
・地域に即した自主避難策【6月15日】
○地域における防災学習
・世代交流で行う地域探検と消火訓練【9
月下旬】

地域の環境、人口動
態を踏まえ、防災力を
高める。

○ ○ ○ ○ ○
高屋区
民

410 －
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6
阪
神
南

甲陽園自主防災連
合会兵庫県広域防
災センター体験学習

甲陽園自主防
災連合会

実
践

6 28 ～ 6 28

兵庫県
広域防
災セン
ター

三木市
志染町

○兵庫県広域防災センターの体験学習
・体験学習ガイダンス
・屋内・屋外消火栓取扱い訓練
・煙避難訓練
・地震体験
・備蓄倉庫見学
【6月28日】

甲陽園自主防災連合
会主催秋の防災訓練
の参考にする。

○ ○ ○

甲陽園
各自治
会代
表、防
災部員

20 －

7
阪
神
北

逆瀬川マンション自
治会防災訓練（防災
は自助が一番）

逆瀬川マン
ション自治会

実
践

5 14 ～ 10 31

宝塚市
マン
ション
周辺

宝塚市
逆瀬台

○防災訓練の実施
・居住者の安否確認、避難所集合訓練
・消火訓練、AED講習会
【5月28日】

居住者の安否確認を
徹底し、安心安全の地
域をする。

○ ○ ○ ○
地域住
民

120 －

8
神
戸

東川崎防災ジュニア
チームによる「津波
避難訓練、救命救急
訓練、炊き出し訓練」
の実施

東川崎ふれあ
いのまちづくり
協議会防災部
会東川崎防災
ジュニアチー
ム

実
践

4 1 ～ 3 31

東川崎
地域福
祉セン
ター

神戸市
中央区

○防災訓練の実施
・車いすでの津波避難訓練【11月中旬】
・市民救命士による救命救急講習【9月中
旬】
・炊き出し訓練【8月上旬】

地域の中学生たちに
防災を指導し、地域防
災力の向上を図る。

○ ○ ○ ○

東川崎
防災
ジュニ
ア、地
域住民

100 －

9
中
播
磨

北条　防火・防災イ
ベント

北条自主防災
隊

実
践

7 21 ～ 7 21

北条町
会館及
び天満
宮境内

姫路市
北条宮
ﾉ町

○講演会の実施
・自衛隊員による救護活動体験談
○防災救護訓練の実施
・消火器、AED、防災用品の使用法
・炊き出し訓練
・町内避難所マップ作成により災害時の
心構えを啓発する
【7月21日】

地域住民の防災力・
防災意識の向上、地
域のコミュニケーショ
ンの向上を図る

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
北条宮ﾉ
町住人

250 -

10
西
播
磨

平成26年度　防災訓
練・避難訓練

県立龍野北高
等学校

実
践

5 23 ～ 5 23
県立龍
野北高
等学校

兵庫県
たつの
市

○防災・救護訓練　初期消火訓練、応急
処置訓練、炊き出し訓練
【5月23日】

高校生が地域社会の
一員である自覚を高
め、災害対応のスキ
ルアップを図る。

○ ○ ○ ○
全校生
徒、近
隣住人

1,100 -
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11
阪
神
南

団地防災元年＝
2014年度総合防災
対策事業

ルミエール千
鳥福祉協会

実
践

6 1 ～ 3 31
ﾙﾐｴｰ
ﾙ千鳥
団地内

尼崎市
大庄西
町

○防災マニュアル作成および学習会【6
月・7月】
○防災訓練（避難・初期消火・救護）【11
月】
○炊き出し訓練【11月】ほか

過去の訓練成果をふ
まえ、防災マニュアル
を策定し、防災減災対
策を具体化・実践す
る。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

団地全
世帯・地
域住民

500 -

12
中
播
磨

大災害を教訓とした
防災活動

小瀬自治会
（姫路市)

実
践

7 1 ～ 10 31
小瀬集
会所

姫路市
飾磨区

○小学生安全誘導避難訓練【7月6日】
○防災講義【7月13日】
○炊き出し訓練【8月9日】
○保育所園児の避難訓練【10月24日】
○住民台帳作成

災害状況に適した避
難場所の確保、町内
住民が保育所園児へ
の対応力を向上し、災
害時の迅速な対応に
つなぐ。

○ ○ ○ ○ ○ ○
地域住
民・保育
所園児

330 -

13 神
戸

地域のぼうさいマッ
プつくり

中山手通四丁
目町会　若人
の会
（中央区）

実
践

6 1 ～ 8 31

こうべ
小学校
及びそ
の校区

神戸市
中央区

○防災マップ作成
・子供たちと地域住民が防災の観点で街
歩きを行い、マップを作成する。
・企業や店舗にAED設置の有無、使用時
間帯などのアンケートをとり、マップ作成
に反映させる。

子供たちがマップ製作
にあたり地域の防災
ポイントを確認し、地
域住民との交流を深
め、地域全体で防災
意識を高める。

○ ○ ○
在校生・
PTA・地
域住民

80 無

14 神
戸

星陵台地区子ども防
災リーダ体験研修会

星陵台ふれあ
いのまちづくり
協議会
（垂水区）

実
践

8 4 ～ 8 4
神戸市
垂水消
防署

神戸市
垂水区

○消防署見学と初期消火訓練
・消防署員の講話
・消火器使用による初期消火訓練
・簡易担架使用による救出訓練
【8月4日】

子どもたちが災害時で
の行動力を高めること
ができる。さらに災害・
震災と相互扶助の大
切さを認識できる ○ ○ ○

地区の
小学生・
地域住
民

25 無

15
阪
神
南

コスモシティ尼崎安
心・安全プロジェクト

コスモシティ尼
崎自治会
（尼崎市）

実
践

7 1 ～ 2 28
コスモ
シティ
尼崎

尼崎市
長洲東
通

○人と防災未来センター見学【８月】
○家具転倒防止ガラス飛散防止の実践
【10月】
○火災通報訓練避難誘導訓練【11月】
○救出救護訓練（資機材取り扱い方の実
践）【11月】
○炊き出し訓練【11月】
・自主防災組織の具体化

居住者・近隣住民が
災害時の危機管理を
高め、災害発生時の
対処法を学習する。訓
練が地域連帯感を高
める効果をももたら
す。

○ ○

マンショ
ン居住
者・周辺
住民

250 無
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16 神
戸

1・17を忘れない！須
磨区防災福祉コミュ
ニティ大会

須磨区防災福
祉コミュニティ
等連絡会議
（須磨区）

実
践

7 1 ～ 10 26
椿谷公
園

神戸市
須磨区

○総合訓練実施
・消火・救護・救助・避難訓練
○各種体験
・煙・水中歩行・地震・簡易担架取り扱い・
車椅子取り扱い
【10月26日】

地域住民が自主防災
体制を充実させ、防災
への意識を向上させ
る。地域の連帯感・共
助意識を高める。 ○ ○

地域住
民

700 無

17
阪
神
北

多田小学校区の災
害に備えよう（防災
研修会・総合訓練・
館外学習）

多田小学校区
防災会
（川西市）

実
践

7 1 ～ 3 31
川西市
多田公
民館他

川西市
多田院

○防災研修会【7月9日】
　・気象予報士が気象と災害の関連性を
講演する。地震のメカニズムを学習する
○防災総合訓練【10月4日】
・消火活動・救援救護・土のう積
・避難所運営ｹﾞｰﾑと炊き出し訓練【2月7
日】
○宍粟防災センターでの学習【11月14日】
・山崎断層について学習する

地震に対する予備知
識を習得し防災に役
立てる。避難所生活疑
似体験が、避難生活
が現実になった場合
有効となる。

○ ○ ○ ○ ○
校区内
住民

750 無

18
阪
神
北

防災・減災意識啓発
運動の展開

仁川高丸自治
会　自主防災
会
（宝塚市）

実
践

9 1 ～ 10 31
仁川高
丸自治
会館他

宝塚市
仁川高
丸

○消防署員による講話・実技
・AED・心肺蘇生術の講話実技
・火災警報器の取り付け実技
・工具の扱い方実技
○家具転倒防止器具取り付け実技
○人と防災未来センター見学

実技を取り入れ個々
人の防災・減災に対す
る知識と対応力を高
める。

○ ○ ○ ○
地域住
民

70 無

19 淡
路

安乎小中学校地域
防災訓練・防災学習

洲本市立安乎
中学校
（洲本市）

実
践

9 1 ～ 3 10
安乎中
学校

洲本市
安乎町
北谷

○消防・警察による震災・避難方法の講
話【11月16日】
○空き缶による炊飯実習【11月16日】
○地震津波を設定した避難訓練【1月16
日】
○竹灯篭点灯【1月16日】

震災の教訓を風化さ
せない。講話や訓練を
通じ災害に対する危
機感を持ち、防災に対
して知識が深まる効果
がある。

○ ○ ○ ○ ○
生徒・校
区内住
民

200 無

20
阪
神
北

コミュニティ末広総合
防災訓練

まちづくり協
議会コミュニ
ティ末広
（宝塚市）

実
践

7 18 ～ 11 30
宝塚市
立末広
小学校

宝塚市
末広町

○避難誘導訓練・危険個所マップ作成
○消火訓練
○炊き出し訓練

地域の防災力向上を
目的とする。各家庭で
の防災に対する心構
の機会作りになる。ま
た各自治会いおける
災害時支援制度の機
能確認がとれる。

○ ○ ○ ○
地域内
住民

200 無
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21
西
播
磨

神岡小学校PTA　避
難所体験

神岡小学校
PTA
(たつの市)

実
践

8 23 ～ 8 24

たつの
市立神
岡小学
校

たつの
市神岡
町上横
内５１

○避難所の開設
・段ボールで区画作りを体験する
○災害対策についての講話およびクイズ
形式による学習
○土のう作り体験・非常食の試食

子供と地域住民が災
害時での行動を学習・
訓練を行うことにより、
防災力を高めることが
できる。 ○ ○ ○ ○ ○

児童・
PTA会
員・校区
内住民

100 無

22 神
戸

防災ずきんを活用し
た実践的避難訓練

六甲アイラン
ド地域振興会
(神戸市)

実
践

8 15 ～ 10 30
市立向
洋中学
校

神戸市
東灘区

○防災ずきんの製作とそれを使用しての
避難訓練を行う

防災ずきんを製作し訓
練に活用することで臨
場感が高まった効果
的な学習ができる。

○ ○ ○
生徒・校
区内住
民

150 無

23
東
播
磨

兵庫県広域防災セン
ター～人と防災未来
センター防災施設研
修会

魚橋北自治会
自主防災会
(高砂市)

実
践

4 1 ～ 3 31

兵庫県
広域防
災セン
ター～
人と防
災未来
セン
ター

三木市
～神戸
市

○広域防災センターにて放水訓練・地震
体感などを経験する
○人と防災未来センターを見学

各施設での体験が防
災意識の高揚させる
効果がある。

○ ○ ○ ○ ○
自治会
員

53

有/大
人2000
小人
1000

24
中
播
磨

安富中学校「地域に
学ぶ体験学習」防災
体験学習

安志北の台自
治会
(姫路市)

実
践

8 3 ～ 8 3

人と防
災未来
セン
ター

神戸市

○人と防災未来センターを見学 施設を見学し、地域の
防災訓練に役立てる。

○ ○
地区住
民・生徒

40 無

25 神
戸

『震災から20年あの
日を忘れない」追悼
祈念行事

市立好徳小学
校
(神戸市）

2 3 ～ 2 3

人と防
災未来
セン
ター

神戸市

○人と防災未来センターを見学 生徒たちが語り部さん
の講話や学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
を活用し防災意識を
高める

○
生徒・教
職員

60 無
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実
践
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動
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26
阪
神
北

緑台・陽明地区自主
防災総合訓練

緑台・陽明地
区自主防災会
(川西市）

8 15 ～ 9 30
川西市
立陽明
小学校

川西市
向陽台

○防災総合訓練
・情報収集/避難誘導/初期消火/救護/
炊き出し
○「災害に備える」をテーマにしたセミナー
開催

阪神・淡路大震災、東
日本大震災の教訓か
ら地域の防災力の向
上および住民個々人
の防災意識を高める
目的で行う

○ ○ ○ ○ ○
校区内
全住民

500 無

27
阪
神
南

道意地域における
「災害時要援護者見
守り支援ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｯﾌﾟ
づくり」と地域避難訓
練

道意社会福祉
連絡協議会
（尼崎市）

実
践

9 1 ～ 3 31

プラザ
道意/
若葉小
学校

尼崎市
道意町

○デジタルマップづくり
・要援護者の情報を記入し、災害時の避
難先やルートについて把握する
○地域避難訓練
・地域支援者による要援護者避難誘導訓
練【2月22日】

要援護者の支援方法
を検討でき、地域住民
の自助・共助の意識を
高める効果がある。

○ ○ ○ ○ ○
町内住
民

500 無

28 丹
波

４年生防災学習
丹波市立南小
学校
（丹波市）

実
践

10 23 ～ 10 23

人と防
災未来
セン
ター

丹波市
立南小
学校

○人と防災未来センターの見学【10月23
日】
　　（小学４年生対象）

児童の地震に対する
知識・理解が深まる効
果がある。

○ ○ ○ ○ ○
生徒、
教諭

32 無

29
阪
神
北

地域の小学校と連携
した地域合同自主防
災訓練

すずかけ台自
治会
(三田市)

実
践

10 4 ～ 10 4

三田市
立すず
かけ台
小学校

三田市

○総合的訓練
・避難児童を保護者に引き渡す訓練
・初期消火訓練、煙体験
・ガレキを設営し救助犬を交えての救助
訓練
・応急救護方法と実演
・防災に関する講話
・炊き出し訓練

地域での防災力が強
化され、防災意識の向
上を図る。避難誘導や
救助応急処置等技術
の習得が得られる効
果がある。

○ ○ ○ ○
校区住
民

1,300 無

30
阪
神
南

防災体験型学習
（1.17を忘れない）

川東町自治会
(西宮市)

実
践

8 27

兵庫県
広域防
災セン
ター

三木市

○広域防災センターの見学
・起震車体験、防災講義

センターでの学習が地
域住民の防災意識を
向上させる効果があ
る。

○ ○ ○
自治会
会員

45 無
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31
阪
神
南

1.17を忘れず　備え
よう震災に！！

打出小槌町自
主防災・防犯
会
(芦屋市)

実
践

9 1 ～ 2 28

芦屋市
立打出
教育文
化セン
ター他

芦屋
市・三
木市

○震災シュミレーション【10月18日】
・地震発生を想定し、グループ単位での
行動方法を模索する。
・家具転倒の危険性と予防を学習する
○兵庫県広域防災センターを見学【2月21
日】

災害発生時の行動に
ついて問題点が見い
だされ、地域の自助・
共助力が高まる効果
がある。 ○ ○ ○ ○

地域住
民

100 500

32
中
播
磨

船場子ども会　防災
ひろば

船場校区　子
ども会
(姫路市)

実
践

8 31 ～ 8 31

旧　姫
路市立
船場幼
稚園

姫路市
東雲町
1-1-2

○土のう作成。AEDと簡易担架使用体験
○消火器使用訓練
○防災クイズ
○備蓄食料品の試食
【8月31日】

小学生以下の子ども
が防火防災の意義を
わかりやすく理解し、
地域の防災力が高ま
る効果がある ○ ○ ○ ○

地区内
住民

250 無

33 淡
路

地震を知ろう！災害
に備えよう！

洲本市立鳥飼
小学校
（洲本市）

実
践

1 14 ～ 1 16

人と防
災未来
セン
ター

神戸市
中央区

○人と防災未来センターの見学【1月14
日】

防災意識の高い学校
作りに役立ち地域防
災の取り組みが強化
される効果がある。

○ ○ ○
児童及
び学校
職員

110 無

34
北
播
磨

大雨行動訓練
黍田町自治会
(小野市）

実
践

9 7 ～ 9 7
黍田町
コミセ
ン

小野市

○水害発生を設定した避難訓練【9月7
日】
○防災士による講話
○土のう作り・炊き出し訓練

水害の危険性が高い
地域において災害発
生時に正しい判断力
が高まる効果がある。

○ ○
地域住
民

150 無

35 神
戸

避難訓練グレード
アッププロジェクト

避難訓練グ
レードアッププ
ロジェクトチー
ム（神戸学院
大学学生グ
ループ）
（神戸市）

実
践

10 11 ～ 11 2

神戸学
院大学
ポート
アイラ
ンド
キャン
パス

神戸市
中央区

○地震発生を想定した避難訓練
・ICチップを用い避難者管理ｼｽﾃﾑを確認
する
・炊き出し、非常食試食会を行う
○第1回目　10月11日
○第2回目　10月21日
○第3回目　11月2日

災害対応力が強化す
る効果がある。またIC
チップを用いた避難者
管理の有効性を確認
し改善できる効果があ
る。

○ ○
学生、
地域住
民

300 無
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36
北
播
磨

1.17に学ぶ　第16回
大木町自主防災訓
練

大木町自主防
災会
（西脇市）

実
践

9 28 ～ 9 28
大木町
集落セ
ンター

西脇市
大木町

○「家族防災会議」の必要性の講義【9月
28日】
・日頃から家庭内で避難場所等の確認の
必要性を学ぶ
○家具転倒防止の講義
○炊き出し訓練

自主的な防災活動を
行うことが防災意識の
向上啓発を高める効
果がある。

○ ○ ○ ○
町内住
民

150 無

37
中
播
磨

ー1.17は忘れないー
城乾地区防災勉強
会

城乾地区自主
防災委員会
（姫路市）

実
践

9 23 ～ 9 23
城乾公
民館

姫路市

○防災士による防災講義【9月23日】
○家具転倒防止取り付け実践
○段ボールを使用した簡易トイレ作成実
践
○携帯用アルミブランケットによる保温効
果の実践

地域の防災力の向上
効果がある

○ ○ ○
地区住
民

60 無

38
北
播
磨

ピアン自治会避難訓
練

ﾋﾟｱﾝ自治会防
災組織
(三木市）

実
践

9 23 ～ 9 23
ﾋﾟｱﾝ集
会者

三木市

○要援護者を交えての避難訓練【9月23
日】
○消火訓練（消防の協力あり）
○炊き出し訓練

要援護者を把握でき、
住民の防災意識を高
める効果がある。

○ ○ ○ ○
マンショ
ン住民

100 無

39 但
馬

畑区災害避難訓練
（養父地域一斉災害
避難訓練モデル地
区）

畑区
（養父市）

実
践

9 7 ～ 9 7

畑区中
央公民
館ふれ
あいの
郷

養父市

○災害避難訓練【9月7日】
・避難所を開設し消防団と連携し誘導を
行う
○要援護者避難訓練
○倒壊家屋からの救出訓練
・消防と元自衛隊員が連携して行う
○応急手当・初期消火・炊き出し訓練

自主防災組織と消防
団の連携による訓練
で、被害の最小化に
つながる効果がある。
地域住民の防災意識
が高まる効果もある。

○ ○
区内住
民、消
防

135 無

40
阪
神
北

震災から学ぼう（防
災・減災学習）

三田市立富士
小学校　４年
生
(三田市）

実
践

11 25 ～ 1 30

人と防
災未来
セン
ター

神戸市
中央区

○人と防災未来センターの見学【12月5
日】
・震災体験者の講話を聴く

児童が安全な暮らしに
ついて考え、防災・減
災に対する意識が高
まる効果がある。

○ ○
児童及
び学校
職員

84 無
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41
西
播
磨

防災学習～災害か
ら命を守るために～

たつの市立神
岡小学校
（たつの市）

実
践

10 1 ～ 11 14

北淡震
災記念
公園/
人と防
災未来
セン
ター

淡路市
/神戸
市中央
区

○校区内防災マップ作成【10月】
○地震の起きる仕組みや被害について
調べ学校新聞に掲載する【10月】
○北淡震災記念公園と人と防災未来セン
ターの見学【11月】

児童が災害における
備えの大切さを考える
効果がある。

○ ○
児童及
び学校
職員

78 有

42 神
戸

わたしたちの神戸と
震災

神戸市立ひよ
どり台小学校
（神戸市）

実
践

1 13 ～ 1 16

人と防
災未来
セン
ター

神戸市
中央区

○人と防災未来センターの見学【1月15
日】
・震災体験者の講話を聴く
○震災についての学習内容を他学年や
保護者に向けて発表する

児童が実生活の場で
防災・減災について意
識できるようになる効
果がある。

○ ○ ○
児童及
び学校
職員

74 無

43
西
播
磨

山野里地区各地区
マイ防災・防犯マップ
づくり事業

山野里地区連
合自治会
(上郡町）

実
践

9 25 ～ 3 20

働く婦
人の家
（山野
里公民
館）

上郡町

○６区が連合した防災マップ作りを行う【9
月27日】
・完成したマップは住民へ配布する
・ひょうご地域防災サポート隊、上郡町防
災担当、消防団の協力を得て行う

地区内の防災・防犯
への意識が浸透し、各
家庭の防災意識が高
まる効果がある。

○ ○
各地区
住民

380 無

44
中
播
磨

市川町瀬加地区　地
域防災力強化訓練

瀬加地区自主
防災会
(神崎郡）

実
践

9 1 ～ 11 9

旧　市
川町立
瀬加中
学校

市川町

○災対本部・避難所設営訓練【11月9日】
・町と連携して行う
○避難誘導訓練
・要援護者の安否確認を行う
○非常食の試食会、小学生への防災教
育
○推進員派遣の検討依頼

災害時の初動活動が
迅速に行え、住民間
の自助・共助・公助連
携が強化する効果が
ある ○ ○ ○

地区住
民・学校
関係者

250 無

45
中
播
磨

自主防災かみかわ
防災訓練

自主防災かみ
かわ
(神崎郡)

実
践

8 27 ～ 11 31
新野区
公民館
他

神河町

○防災総合訓練【11月2日】
・避難と避難所開設、情報伝達、安否確
認、土のう作り訓練、炊き出し訓練
・消防団、警察、町の協力を得て行う

災害発生直後の対応
力が高まり、地域の防
災力が強化される効
果がある

○ ○
校区内
住民

1,500 無
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46 神
戸

阪神淡路大震災を
学ぶ校外学習

神戸市立西山
小学校
(神戸市）

実
践

1 22 ～ 1 22

野島断
層保存
館・人
と防災
未来セ
ンター

淡路
市・神
戸市

○野島断層保存館見学【1月22日】
・起震車体験、断層につての学習
○人と防災未来センター【1月22日】
・語り部さんによる体験談を聞く
・映像での震災、災害の学習

児童が防災に対して
意識啓発できる効果
が高い。

○ 児童 132 有

47
阪
神
北

防災教育施設(北淡
震災記念館)の見
学・防災学習

三田市立弥生
小学校
（三田市）

実
践

10 6 ～ 10 31
北淡震
災記念
館

淡路市

○北淡震災記念館の見学【10月15日】
・起震車体験、語り部さんの講話を聴く
○防災参観の実施【1月17日】
・保護者を交えて避難訓練、安全確認、
引渡訓練を行う

児童が災害時に自分
たちができることを能
動的に考える効果が
ある。

○ ○ 児童 37 無

48 神
戸

災害につよいまち
『竹の台』をつくる
平成26年度防災訓
練・教育

竹の台地区防
災・防犯福祉
コミュニティ
（神戸市）

実
践

11 14 ～ 1 17

竹の台
小学校
西神中
学校

神戸市

○市民救命士講習会【11月14日】
○地震を設定した避難訓練【11月25日】
○AED使用法の実施、クロスロードゲー
ム【1月16日】
○推進員派遣の検討依頼

地域住民と子どもの
交流が強まり共助意
識が高まる効果があ
る。

○ ○ ○ ○ ○ ○

地域住
民・中学
生・小学
生

200 無

49 但
馬

災害に備えて（防災
学習）

朝来市立生野
小学校
（朝来市）

実
践

10 3 ～ 10 3

人と防
災未来
セン
ター

神戸市

○人と防災未来センターの見学【10月3
日】
・展示物の見学、語り部さんの講話を聴く

児童が日常生活を振
り返り、防災意識が高
まる効果がある。

○ ○ 児童 20 無

50
東
播
磨

元気な魚住いいだっ
子シンポジウム(第9
回)

住みよい住み
たい魚住まち
づくり協議会
（明石市）

実
践

2 11 ～ 2 11
魚住小
学校

明石市

○出前講座【2月11日】
・安全安心なまちづくりについての講座
・高校生の防災活動についての意見交換
○体験学習
・AED操作
・炊き出し訓練
○推進員派遣の検討依頼

地域住民と学生の知
識と共助の力が高ま
る効果がある

○ ○ ○
校区住
民・中高
生

350 無
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51 神
戸

和田岬地域総合防
災訓練

和田岬校区防
災福祉コミュ
ニティ
（神戸市）

実
践

1 24 ～ 1 24

ノエビ
アスタ
ジアム
周辺

神戸市

○総合防災訓練【1月24日】
・要援護者支援、救急救命、初期消火、
起震車体験、炊き出し訓練など
・消防団の協力を得て行う

防災減災への意識と
地域住民の連帯感が
高まり、災害への対応
力が強まる効果があ
る ○

地域住
民

300 無

52
阪
神
南

災害への備えや対
応についての実践や
発信

にしきた街づく
り協議会
（西宮市）

実
践

11 1 ～ 3 31
西宮公
同協会

西宮市

○津波避難ビルの確保と、災害時に開放
可能な住戸を契約する。
・その内容をマップ製作し、各戸へ配布す
る
【11月～3月】
○推進員派遣を検討依頼

地域住民に災害時で
の開放住戸を周知し、
減災共助の力が高ま
る効果がある

○
地域住
民

40 無

53
中
播
磨

震災から学ぼうー林
田小防災学習

姫路市立林田
小学校
（姫路市）

実
践

1 29 ～ 1 29
ひめじ
防災プ
ラザ

姫路市

○ひめじ防災プラザの見学【1月29日】
・災害のメカニズムの学習
・特殊演出装置による災害体感
・消火、救急救命訓練体験

児童が防災学習への
意識が高まる効果が
ある

○ ○ ○ ○ 児童 36 無

54 神
戸

防災カルチャー教室
の開催

須磨浦通6丁
目自治会専門
委員会
（神戸市）

実
践

10 6 ～ 12 31
須磨一
の谷プ
ラザ

神戸市

○講義、実技、討論により災害時に対応
できる人材育成【10月～12月】
・専門技量の高い元自衛隊員の指導によ
る
○防災用品の展示、非常食の試食会

地域の防災力が向上
する効果がある

○ ○ ○ ○ ○ ○
地域住
民・自治
会会員

50 無

55 神
戸

星和台・鳴子「とんど
まつり」と「安全・安
心のつどい」

星和台・鳴子
とんど祭り実
行委員会
（神戸市）

実
践

10 1 ～ 1 31
星和台
小学校

神戸市

○安全・安心のつどい【1月10日】
・起震車体験、放水体験、消火訓練、炊き
出し訓練
・消防団の協力を得て行う

共助の意識を高め、
安心・安全に対する理
解が深まる効果があ
る

○ ○ ○
地域住
民

600 無



月 日 ～ 月 日 施設名 所在地 住宅
耐震

室内
安全

防災
学習

実践
訓練

逃げ
よう

備蓄
東日
本

参加対
象

参加者
数

（人）

参加費
（円）

平成２６年度ひょうご安全の推進事業助成金交付決定事業一覧【実践活動事業】

No.
県
民
局

事業名 実施団体名

事
業
区
分

実施月日 実施場所

主な実施内容 実施目的・効果

推奨項目
取り組みの有無

実
践
的
な
活
動

参加者

56
北
播
磨

県立三木東高等学
校　人と防災未来セ
ンター見学

兵庫県立三木
東高等学校
（三木市）

実
践

11 21 ～ 11 21

人と防
災未来
セン
ター

神戸市

○人と防災未来センターの見学【11月21
日】
・語り部さんの講話を聴く

防災・減災への取り組
みについて考える機
会ができ、将来の災害
に対して備える力が強
まる効果がある ○ ○ 生徒 30 無

57
東
播
磨

・防災教室(家具の
転倒防止)　・炊き出
し訓練　・消火栓点
検

日之出町自主
防災会
（高砂市）

実
践

10 20 ～ 3 20
日之出
町自治
会館

高砂市

○防災講座【11月2日】
・家具転倒防止の講義（防災士の派遣）
○炊き出し訓練と非常食試食会
○消火栓点検
・消火栓の位置確認と初期消火訓練
○年末警戒

地域の防災力が高ま
る効果がある

○ ○
地域住
民

100 無

58 神
戸

みんなで助かり隊
（帰宅支援マップ「た
すかるマップ」の有
効利用）

藤原台ふれあ
いのまちづくり
協議会
（神戸市）

実
践

11 1 ～ 12 1

藤原台
地域福
祉セン
ター他

神戸市

○帰宅支援マップの作成と主な地域施設
への周知【11月～12月】
・街歩きを行い写真をデータに落とし込む
・高齢者・一般・障害者の３種類用意し、
世帯状況に応じたものにする
○推進員派遣の検討依頼

帰宅支援マップの携
帯が減災につながる
効果がある。

○ ○ ○ ○
地区住
民

1,000 無

59
中
播
磨

上原田地区自主防
災訓練

上原田自主防
災会
（姫路市）

実
践

9 14 ～ 11 15
上原田
スポー
ツ公園

姫路市

○総合的訓練【10月19日】
・避難誘導、消火栓放水、消火訓練、救
護訓練、炊き出し、交通規制訓練など
・消防団の指導のもと行われる

地域連携が強まり、地
域の防災意識が高ま
る効果がある

○
町内住
民

400 無

60 丹
波

防災教育施設（人と
防災未来センター）
見学事業

丹波市立青垣
町連合小学校
（丹波市）

実
践

10 15 ～ 10 15

人と防
災未来
セン
ター他

神戸市

○人と防災未来センターの見学【10月15
日】
○兵庫県警本部の見学
・災害時の安全を守る通信体制の仕組み
を学習

防災・減災教育面が
高まる効果がある。

○ ○
児童・引
率教員

50 無
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61
北
播
磨

支え合う地域力向上
で防災力アップ大作
戦

西奥地区自主
防災会
(三木市）

実
践

11 3 ～ 11 3

西奥地
区公民
館/西
奥グラ
ンド

三木市

○要援護者を中心とした地域避難訓練
【11月3日】
○炊き出し訓練と備蓄食料品の試食
○家具転倒防止の講義と取り付け実践
○防災士会による救命講習
など

世代間のコミュニケー
ションが活発になり、
地域の防災力が向上
する効果がある

○ ○ ○ ○ ○ ○
地区住
民

160 無

62
阪
神
北

花屋敷自治会地区
防災訓練

花屋敷自治会
(川西市）

実
践

2 1 ～ 2 31
花屋敷
さくら
会館

川西市

○安否確認訓練【2月15日】
○一時避難所開設
○炊き出し訓練
○消火訓練（水消火器を使用）
○推進員派遣の検討を依頼

地域力が向上し、自主
防災の活性化が高ま
る効果がある

○ ○
地域住
民

200 無

63 神
戸

平成26年度　学園西
町　総合防災訓練
(避難訓練）

学園西町連合
自治会
(神戸市）

実
践

8 23 ～ 10 26

小寺小
学校/
各自治
会集会
所

神戸市

○要援護者を中心とした避難訓練【10月
26日】
・西消防署の指導のもと行われる
○心肺蘇生、AEDなど救急実演
○緊急持出品・備蓄品・非常食の展示
○炊き出し訓練

避難全体に関する問
題点が抽出でき、各自
治会間の連携が深ま
る効果がある

○ ○ ○
自治会
加入会
員

300 無

64 神
戸

震災20年企画「1.17
を忘れない～これか
らの防災～」

県営鹿の子台
南鉄筋住宅自
治会
(神戸市）

実
践

6 1 ～ 10 15

鹿の子
台南鉄
筋住宅
集会所
及び広
場

神戸市

○防災士による災害時の対策講義【10月
12日】
○起震車での地震体験
・消防の協力を得て行う
○災害時を想定した試食会
○震災時の資料展示

日常の防災対策への
考えが深まり、地域の
防災力が高まる効果
がある

○ ○ ○
地区住
民

100 無

65
阪
神
北

大島小学校区総合
防災訓練

猪名川町立大
島小学校
（猪名川町）

実
践

11 15 ～ 1 16
大島小
学校

猪名川
町

○総合的防災訓練【11月15日】
・避難訓練、炊き出し訓練、消火訓練、
AED使用講習会など
○防災学習の実施【1月16日】

地震に対する知識が
習得でき、災害時の行
動に役立つ効果があ
る

○ ○ ○ ○ ○
学校区
児童・地
域住民

150 無



月 日 ～ 月 日 施設名 所在地 住宅
耐震

室内
安全

防災
学習

実践
訓練

逃げ
よう

備蓄
東日
本

参加対
象

参加者
数

（人）

参加費
（円）

平成２６年度ひょうご安全の推進事業助成金交付決定事業一覧【実践活動事業】

No.
県
民
局

事業名 実施団体名

事
業
区
分

実施月日 実施場所

主な実施内容 実施目的・効果

推奨項目
取り組みの有無

実
践
的
な
活
動

参加者

66
東
播
磨

防災・減災体験ゲー
ムと家具類の転倒防
止の器具について

中藤江わかば
会
(明石市）

実
践

11 6 ～ 11 6
若林公
民館

明石市

○非常持出ゲーム【11月6日】
○非常食の試食
○家具転倒防止講義
○非常時の備えについての講義

日常の備えに対する
意識が高まり、防災力
が強まる効果がある。

○ ○ ○ ○ ○
地域住
民

50 無

67 但
馬

人と防災未来セン
ターを見学し防災に
ついて学ぼう

朝来市立枚田
小学校
（朝来市）

実
践

10 30 ～ 10 30

人と防
災未来
セン
ター

神戸市

○人と防災未来センターの見学【10月30
日】
・当時の状況や地震のﾒｶﾆｽﾞﾑなどについ
て展示物、映像から学ぶ

自分の命を守る知識
が身に付き、防災意識
が高まる効果がある

○ 児童 47 無

68
阪
神
南

津波避難訓練及び
救急救命、防災講演
会

鳴尾浜連絡会
防災部会
（西宮市）

実
践

11 14 ～ 11 14

西宮市
鳴尾浜
内各企
業他

西宮市

○津波避難訓練【11月14日】
・シェイクアウト訓練、情報収集、被害確
認、対応、通報など
○消防による救急救命
○防災講演会（推進員派遣による）

企業の自治会が訓練
により被害を最小限に
とどめ、災害後の事業
再開が早まる効果が
ある ○ ○ ○

地域企
業

400 無

69
阪
神
南

1.17は忘れない！三
条コミスク地域自主
防災総合訓練　雪ま
つり

三条コミュニ
ティスクール
（芦屋市）

実
践

12 1 ～ 2 9

山手夢
保育園
全面道
路

芦屋市

○自主防災総合訓練【2月9日】
・避難訓練(要援護者含む）AED使用訓
練、炊き出し訓練など
・消火訓練、放水訓練、煙体験など
芦屋消防本部、山手消防分団の指導の
もと行う

自助・共助の連携が
強化し、平素からの防
災意識が高まる効果
がある。 ○

地域住
民

700 無

70
西
播
磨

松原町みんなで防
災・減災対策

赤穂市　松原
町自治会
（赤穂市）

実
践

11 1 ～ 1 31
尾崎公
民館

赤穂市

○地域防災訓練【11月23日】
・要援護者を含めた避難、避難者確認、
負傷者の搬出
・消防の指導のもと行う
・防災の講話、炊き出し訓練
○広域防災センターおよび、ひめじ防災
プラザの見学【1月25日】

自助共助によって、地
域住民の被害が小さく
なる効果がある。

○ ○ ○ ○
町内住
民

200 無/有
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71
阪
神
北

ー1.17は忘れないー
池小地区自主防災・
避難訓練

池尻小学校区
まちづくり協
議会
（伊丹市）

実
践

11 1 ～ 3 31

池尻小
学校グ
ランド
及び体
育館

伊丹市

○要援護者の避難訓練【11月30日】
○救出訓練（消防の協力がある）
○応急訓練
○炊き出し訓練
○住宅の耐震化の推進
・伊丹市住宅建築課の指導がある

訓練が地域の絆を深
め共助意識が向上す
る効果がある

○ ○ ○ ○ ○
自治会
住民

200 無

72
北
播
磨

大門自主防災訓練
大門自主防災
会
（西脇市）

実
践

11 2 ～ 11 2
大門公
会堂

西脇市

○消防団の参加のもと行う【11月2日】
・情報収集広報、避難誘導名簿作成、消
火訓練、救助訓練、土のう積訓練、炊出
し訓練など

地域住民の防災対応
力が向上し、自主防災
会組織が強化する効
果がある

○ ○ ○ ○
集落住
民

150 無

73 神
戸

いっしょに防災を学
ぼう、いっしょに作っ
て食べよう

HAT神戸脇の
浜 6号棟・7号
棟・13号棟・14
号棟　自治会
（神戸市）

実
践

11 18 ～ 11 18

脇の浜
地域福
祉セン
ター

神戸市

○防災士による講義【11月18日】
・講義後各棟ごとに集まり避難路の確認
などを行う
○炊出し訓練

地域住民の絆が再構
築され、防災意識が高
まる効果がある

○
地域住
民

200 無

74
神
戸

世代間交流事業～
わが町西鈴蘭台～
（災害にそなえて）

世代間交流事
業実行委員会
（神戸市）

実
践

11 15 ～ 11 15
ゆうゆ
うの里

神戸市

○起震車による地震体験【11月15日】
○煙体験
○消火訓練
○炊出し訓練
○クロスロードゲーム
・消防の協力のもと行う

災害発生時に戸惑うこ
となく行動でき、身に
付く効果がある

○ ○
地域住
民

100 無

75
西
播
磨

平成26年度宍粟市
総合防災訓練（自主
防災会訓練）

伊和自主防災
会
（宍粟市）

実
践

11 16 ～ 11 16
伊和ふ
れあい
館

宍粟市

○炊出し支援訓練【11月16日】
・開催日は宍粟市の防災総合訓練日にあ
わせているが、企画は自主防災会によ
る。

避難勧告後に迅速な
対応ができる効果が
ある

○ ○ ○
自治会
内全世
帯

390 無



月 日 ～ 月 日 施設名 所在地 住宅
耐震

室内
安全

防災
学習

実践
訓練

逃げ
よう

備蓄
東日
本

参加対
象

参加者
数

（人）

参加費
（円）

平成２６年度ひょうご安全の推進事業助成金交付決定事業一覧【実践活動事業】

No.
県
民
局

事業名 実施団体名

事
業
区
分

実施月日 実施場所

主な実施内容 実施目的・効果

推奨項目
取り組みの有無

実
践
的
な
活
動

参加者

76 神
戸

兵庫区内保育所防
災フェア2014

神戸市兵庫消
防団
（神戸市）

実
践

11 11 ～ 11 11

湊川公
園/兵
庫区公
会堂

神戸市

○震災対応訓練【11月11日】
・子供向け防災教室（地震への対処、火
災時の避難方法）
・非常持出品、備蓄品の説明
・消防の協力で行う

保育所、地域、関係機
関相互の協力が円滑
化され、地域防災力が
高まる効果がある

○ ○ ○ ○ ○
児童/保
育所関
係者

350 無

77
中
播
磨

もしもに備える「英賀
保のつどい」パート
Ⅱ

英賀保地区連
合自主防災会
（姫路市）

実
践

11 29 ～ 11 29

英賀保
小学校
/体育
館

姫路市

○避難所運営ゲーム（HUG）【11月29日】
・避難者の配置、避難所における出来事
への対応力を模擬体験する
・「あったかアルミシート」を用いた実技
・消防の参加あり

地域防災力が強化し、
避難所運営が円滑に
なる効果がある

○ ○
地域住
民

200 無

78
阪
神
北

けやき台総合防災訓
練

けやき台自主
防災会
（三田市）

実
践

1 10 ～ 1 10
けやき
台小学
校

三田市

○避難訓練、消火訓練【1月10日】
・避難所への避難訓練、煙体験（消防の
協力のもとに実施）
○炊出し訓練、救急救護講習の実践

自助、共助の精神が
養われ、地域の連帯
力が高まる効果があ
る。

○ ○
地区住
民

1,500 無

79
北
播
磨

野村地区自主防災
訓練

野村地区自主
防災会
（西脇市）

実
践

11 15 ～ 11 15
重春小
学校

西脇市

○総合的防災訓練【11月15日】
・情報収集、避難誘導、要援護者および
避難者名簿作成、救急、炊出し

災害による被害が軽
減する効果がある

○ ○ ○ ○
地区住
民

400 無

80 但
馬

山口防災教育
朝来市立山口
小学校
（朝来市）

実
践

5 1 ～ 3 24

山口小
学校/
人と防
災未来
セン
ター

朝来市
/神戸
市

○人と防災未来センター見学【11月13日】
○避難訓練と防災学習【1月】
・保護者、地域合同で避難訓練を行う。
・緊急持出品の説明、非常食の試食会

学校そのものと、地域
の防災力が高まる効
果がある

○
地域住
民/児童

200 無
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No.
県
民
局

事業名 実施団体名

事
業
区
分

実施月日 実施場所

主な実施内容 実施目的・効果

推奨項目
取り組みの有無

実
践
的
な
活
動

参加者

81 神
戸

「1.17は忘れない」イ
ンターナショナルス
クールにおける防災
学習と防災訓練

神戸ドイツ学
院
（神戸市）

実
践

11 30 ～ 11 30
神戸ド
イツ学
院

神戸市

○被災経験者の講話を聴く【11月下旬】
○防災カルタ取り、災害関連のDVDを見
る
○負傷者の搬送訓練、救援訓練、非常食
試食会

地震についての知識
が深まり、自助、共
助、公助の意識が高
まる効果がある

○ 児童 70 無

82 神
戸

まちかど減災プロ
ジェクト

住吉呉田まち
づくりの会
（神戸市）

実
践

11 7 ～ 3 31
呉田会
館など

神戸市

○津波を想定した勉強会【11月30日】
・講師：京都大学防災研究所の畑山満則
准教授
○防災啓発、炊出し訓練【12月21日】
・防災クイズコーナーを設け、防災知識を
伝える。
○避難訓練【1月】
○今までの取り組みを振り返り、今後の
活動の方向性を考える【2～3月】

机上学習、実践の両
面から防災啓発活動
を行い、地域の防災
力が向上する効果が
ある ○ ○ ○ ○ ○

地域住
民

500 無

83
阪
神
北

地域防災力強化事
業

狭間が丘連合
自治会
(三田市）

実
践

11 29 ～ 11 29

狭間中
学校/
地区内
避難場
所

三田市

○避難所運営訓練【11月29日】
・本部と各地区避難所で安否確認など情
報連携を確認する
・三田市防災課の指導を受け、消防団が
訓練に参加する

防災組織全体の運営
シミュレーションを行う
ことで、地域全体の共
助体制が強化する効
果がある ○ ○ ○

地域住
民

500 無

84
阪
神
北

平成26年度東谷地
区自主防災会防災
訓練

東谷地区自主
防災会
（川西市）

実
践

1 25 ～ 1 25
東谷小
学校等

川西市

○要援護者避難訓練【1月25日】
○クロスロードゲーム
○非常食試食会
○消防団が訓練に参加する

防災組織のリーダー
が育成され、地域防災
力、減災力が向上す
る効果がある

○ ○ ○ ○
地区住
民

170 無

85
東
播
磨

平成２６年度松が丘
校区防災訓練

松が丘校区自
主防災クラブ
（明石市）

実
践

12 7 ～ 12 7
松が丘
小学校

明石市

○各家庭での安全対策と出火防止の実
施【12月7日】
○初期消火・応急手当・救護訓練
・消防の指導のもと行う
○炊出し訓練

実践的な訓練により、
減災力が高まる効果
がある

○ ○ ○ ○
地域住
民

300 無
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県
民
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区
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実施月日 実施場所
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実
践
的
な
活
動

参加者

86
阪
神
南

広域防災センター実
践デモへの婦人防
火クラブ実践活動

尼崎市婦人防
火クラブ連絡
協議会
（尼崎市）

実
践

11 4 ～ 12 14

兵庫県
広域防
災セン
ター

三木市

○炊出し訓練【11月30日】
・自衛隊消防警察と共に行う
○防災体験・防災学習
・起震車による地震体験、煙体験
・家具転倒防止グッズの活用デモ
・県広域防災センターで行う
○伝達研修
・参加者が地元クラブ員へ研修内容を伝
達する

関係機関の連携が深
まると共に、各家庭に
おける防災力が向上
し、地域の防災力が高
まる効果がある。 ○ ○ ○ ○ クラブ員 110 無

87
阪
神
南

～1.17は忘れない～
北甲子園口地区防
災訓練

北甲子園口連
合町内会自主
防災グループ
（西宮市）

実
践

12 18 ～ 1 31

西宮市
ポケッ
トパー
ク他

西宮市

○放水、消火訓練【1月18日】
・消防の指導のもと行う
○炊出し訓練
・備蓄用食料の試食
○担架搬送訓練
・毛布による応急担架作成訓練

地域全体の防災力が
高まり、自助共助の精
神が育まれる効果が
ある。

○ ○ ○
地区住
民

300 無

88
阪
神
南

在宅総合センター
「ふる里」と地域の
「利用世帯」における
避難計画と訓練

在宅総合セン
ター「ふる里」
（尼崎市）

実
践

12 1 ～ 2 27 ふる里 尼崎市

○学習会の開催
・巨大地震による想定津波について学
習、および防災・避難についてのアンケー
トを実施
○特別防災推進員の講義【12月10日】
○尼ロック等の見学
○今回の活動報告書を作成し関係者に
配布

自身の防災意識が向
上し、援護者が育成さ
れ共助意識が高まる
効果がある

○ ○ ○ ○
武庫地
区住民

300 無

89 神
戸

湊川・会下山震災か
ら２０年　安全推進
事業

青少年育成協
議会　会下山
支部
(神戸市）

実
践

1 17 ～ 1 17

湊川中
学校/
会下山
小学校

神戸市

○防災学習・避難消火訓練・炊出し訓練
【1月17日】
・消防の協力のうえ実施
・語り部さんの講話を聴く

地域コミュニティが形
成され、地域の防災力
が向上する効果があ
る。

○ ○ ○ ○
校区住
民

1,500 無

90
中
播
磨

市川町千原区自主
防災会訓練

千原区自主防
災会
(市川町）

実
践

11 23 ～ 11 23
市川町
総合グ
ランド

神崎郡

○土のう積訓練【11月23日】
○避難・避難誘導訓練

地域内を流れる川の
水位上昇という設定で
訓練を行い、防災意
識が高まり、共助の連
携が強化する効果が
ある

○ ○
地区住
民、各
種団体

50 無
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県
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区
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主な実施内容 実施目的・効果

推奨項目
取り組みの有無

実
践
的
な
活
動

参加者

91
北
播
磨

「守れ　いのちを!地
域の防災」多可校
防災研修会と防災訓
練

相生学院高等
学校　多可校
（多可町）

実
践

12 1 ～ 12 15

相生学
院高等
学校
多可校

多可町

○防災研修会【12月5日】
・災害発生時の身の守り方
・最近の豪雨災害　・南海トラフ地震につ
いて
・要援護者への対応
○防災訓練
・搬送訓練、放水訓練

防災研修会で知識が
深まり、地域の防災力
が高まる効果がある

○ ○ ○ ○
学生、
地域住
民

40 無

92
中
播
磨

家島町幼・小・中・高
校合同防災避難訓
練

兵庫県立家島
高等学校
（姫路市）

実
践

12 22 ～ 12 22
家島高
等学校

姫路市

○避難訓練【12月２２日】
・飾磨消防署、家島出張所の参加のもと
行う。
・幼稚園、小学校、中学校、高校、地域の
連携を確認する
○消防署員による講話
○炊出し訓練

児童・生徒が災害に対
応する能力が高まり、
地域の共助力が向上
する効果がある。

○ ○ ○ ○
生徒・地
域住民

400 無

93 但
馬

非常時の「安全」
「食」をみんなで考え
よう～特別支援学校
の防災学習～

兵庫県立和田
山特別支援学
校
（朝来市）

実
践

1 16 ～ 1 16
和田山
特別支
援学校

朝来市

○防災学習【1月16日】
・地震発生時の身の守り方を学習する。
・阪神淡路大震災の体験談を聞く
○非常食体験
○障害の実態に合わせて振り返り学習を
する。
○ひょうご防災特別推進員の指導を受け
る。

校内防災の課題点が
確認でき、減災につな
がる効果がある

○ ○ ○ ○ ○ ○
児童・職
員

153 無

94
阪
神
南

防災学習及び「震災
20周年記念全校集
会」

西宮市立神原
小学校
(西宮市）

実
践

1 9 ～ 1 17
神原小
学校

西宮市

○防災学習【1月17日】
・地震発生の設定で対処方法、避難方法
を身につける
・引き渡し訓練
○人と防災未来ｾﾝﾀｰ見学
○炊出し訓練
・地域自主防災会、PTAと共に行う

震災の教訓を活かし、
防災力が高まる効果
がある

○ ○
児童・地
域住民

1,200 無

95 神
戸

1.17震災追悼デイ
神戸市立浜山
小学校PTA
（神戸市）

実
践

1 15 ～ 1 17
浜山小
学校

神戸市

○神戸市シェイクアウト訓練【1月15日】
・消防の指導のもと津波を設定した避難
訓練と引渡訓練
・地域住民とともに行う
○追悼集会
○炊出し訓練
・PTA、浜山婦人会と共に行う

地域の防災力、共助
の意識が高まる効果
がある。

○ ○ ○
児童・地
域住民

400 無
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本
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象

参加者
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参加費
（円）

平成２６年度ひょうご安全の推進事業助成金交付決定事業一覧【実践活動事業】

No.
県
民
局

事業名 実施団体名

事
業
区
分

実施月日 実施場所

主な実施内容 実施目的・効果

推奨項目
取り組みの有無

実
践
的
な
活
動

参加者

96 丹
波

震災メモリアル行事

兵庫県立篠山
産業高等学校
丹南校
（篠山市）

実
践

1 16 ～ 1 16

篠山産
業高等
学校丹
南校

篠山市

○防災講話【1月16日】
・防災士　（田中　忠司氏）が、震災時の
対応と非常食について話をする
○避難訓練
○非常食の試食

震災の教訓と経験が
継承され、防災減災力
が高まる効果がある。

○ ○ ○ ○
生徒・地
域住民

100 無

97
東
播
磨

坂元防災の集い
坂元町内会
（加古川市）

実
践

12 6 ～ 1 17

坂元土
地区画
整理記
念会館
他

加古川
市

○起震車による振動体験訓練【1月17日】
○安否確認、避難所確認マップ、要支援
家庭マップ作成
○炊出訓練
○防災講座（防災特別推進員による）
○防災グッズ展示

自助・共助の防災力
が高まり、減災につな
がる効果がある。

○ ○ ○ ○ ○ ○
町内住
民

600 無

98
中
播
磨

地域を知って災害に
備えよう　みんなで
防災マップ作り

八代本町一丁
目自主防災会
(姫路市）

実
践

1 24 ～ 1 24

荒神広
場、八
代公民
館

姫路市

○避難訓練【1月24日】
○ひょうご防災特別推進員の指導による
防災マップ作り
○炊出し訓練

地域の危険箇所が把
握でき、防災力が向上
する効果がある。

○ ○ ○ ○
地域住
民

50 無

99
阪
神
南

高齢者福祉施設「け
ま喜楽苑」における
避難計画と訓練

高齢者福祉施
設　けま喜楽
苑
（尼崎市）

実
践

1 17 ～ 3 31
けま喜
楽苑

尼崎市

○学習会の開催【1月17日】
・巨大地震による想定津波について学
習、および防災・避難についてのアンケー
トを実施
・要援護者の援護にあたる人材の育成を
図る
○ひょうご特別防災推進員の講義【1月17
日】
○今回の活動報告書を作成し関係者に

自身の防災意識が向
上し、援護者が育成さ
れ共助意識が高まる
効果がある

○ ○ ○ ○ ○
園田地
区住民

200 無

100 神
戸

「神戸市消防学校体
験入学～上級コー
ス」による防災学習

兵庫県立舞子
高等学校環境
防災科
（神戸市）

実
践

1 21 ～ 1 22
神戸市
消防学
校

神戸市

○消防学校体験入学【1月21日～22日】
・放水訓練、煙体験、救助訓練、ロープ結
索訓練等

地域の防災リーダーと
して必要な技術が習
得できる効果がある。

○ ○ 生徒 40 無
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県
民
局
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業
区
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実施月日 実施場所
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実
践
的
な
活
動

参加者

101 神
戸

防災について学ぼう
神戸市立広陵
小学校
（神戸市）

実
践

1 27 ～ 1 27

人と防
災未来
セン
ター

神戸市

○人と防災未来センターの見学【1月27
日】
・５年生児童が日常の防災対策や災害時
の心得を学習する。

減災力、災害時の心
得が向上する効果が
ある。

○ 児童 130 無

102
西
播
磨

ひょうご安全の日つ
どい

兵庫県立山崎
高等学校
（宍粟市）

実
践

1 17 ～ 1 17
HAT神
戸

神戸市

○「ひょうご安全の日のつどい」への参加
【1月17日】
・防災訓練、ボランティア活動に参加
・展示見学

防災意識が向上し、災
害発生時への対応力
が高まる効果がある。

○ ○ ○
生徒、
職員

69 無

103 淡
路

20年前の阪神淡路
大震災から学ぼう

洲本市立安乎
小学校
（洲本市）

実
践

1 15 ～ 2 18
北淡震
災記念
公園

淡路市

○北淡震災記念公園の見学【1月21日】
・５年生児童が防災に対する知識を深め
る。

防災への意識が高ま
る効果がある

○ 児童 20 無

104 淡
路

福良小学校・ちどり
保育所　家庭地域連
携避難訓練

南あわじ市立
福良小学校
(南あわじ市）

実
践

1 8 ～ 1 30
福良小
学校

南あわ
じ市

○避難訓練【1月24日】
○防災講習会(防災情報研究所　北　俊
夫氏）
・地域住民対象と児童対象に行う
○非常食の調理と簡易食器の作成訓練
○通学路の安全マップの見直し

地域と学校が連携で
き、津波防災に対する
意識が高まる効果が
ある。

○ ○ ○
児童・地
域住民

500 無

105 神
戸

菊水地域住民みん
なの防災訓練

菊水校区防災
福祉コミュニ
ティ
（神戸市兵庫
区）

実
践

2 7 ～ 2 7
菊水公
園

神戸市

○地震発生を設定した避難訓練【2月7
日】
・地震、煙体験
・搬送訓練
・消火訓練
・炊出訓練（紙食器を作って食べる）
・消防署の指導で行う

地域の各世代間の交
流が図れ、住民の防
災意識が向上する効
果がある。

○ ○ ○ ○ ○
校区住
民

240 無



月 日 ～ 月 日 施設名 所在地 住宅
耐震

室内
安全

防災
学習

実践
訓練

逃げ
よう

備蓄
東日
本

参加対
象

参加者
数

（人）

参加費
（円）

平成２６年度ひょうご安全の推進事業助成金交付決定事業一覧【実践活動事業】
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県
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区
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実
践
的
な
活
動

参加者

106 淡
路

阪神淡路大震災を
知ろう！～見直そ
う、わたしたちの生
活～

洲本市立鮎原
小学校
（洲本市）

実
践

2 27 ～ 2 27

人と防
災未来
セン
ター

神戸市

○人と防災未来センターの見学【2月27
日】
・当時の様子や防災減災に対する実践的
な知識を身につける。
○復興後の街の見学
・震災当時の写真と比較しながら災害に
強い街づくりに関心を深める。

センターや街を見学
し、災害に対する正し
い知識や技能が身に
つく効果がある。

○
６年生
児童・教
諭

46 無

107
西
播
磨

町内防災学習
宮原自治会
（赤穂市）

実
践

3 1 ～ 3 31
広域防
災セン
ター

三木市

○広域防災センターの見学【3月22日】
・センターで地震体験、煙避難体験を学習
する

体験を通じて日頃の
防災の必要性を再認
識でき、地域ぼ防災力
が高まる効果がある。

○
町内住
民

50 有

108 淡
路

考えよう!!防災・減災
南あわじ市立
神代小学校
（南あわじ市）

実
践

3 3 ～ 3 3

人と防
災未来
セン
ター

神戸市

○人と防災未来センターの見学【3月3日】
・５年生児童を対象とし、センターで防災
減災に対する意識を高める。

防災減災に対する意
識が高まる効果があ
る。

○
５年生
児童と
教諭

33 無

109
阪
神
北

みんなでやろう自主
防災　西多田自主防
災.防災訓練

西多田自主防
災会
（川西市）

実
践

3 1 ～ 3 29
西多田
自治会
館

川西市

○避難訓練【3月22日】
○AED使用講習
○家庭防災講座（家具転倒防止、備蓄食
糧、水ほか）
○炊出し、非常食の試食

防災意識が啓発され、
自助共助隣保共同意
識が高まる効果があ
る。

○ ○ ○ ○
地区住
民

150 無

110
東
播
磨

防災教室第３弾　防
災センターで体験し
よう!?（バスツアー）

道親くらぶ(地
域で共に暮ら
し隊）
（加古郡）

実
践

3 1 ～ 3 31
広域防
災セン
ター

三木市

○広域防災センターの見学【3月23日】
・起震車の体験、煙避難訓練、備蓄倉庫
の見学

これまで学習した知識
をもとに、より一層防
災意識が高まる効果
がある。

○ ○
町内住
民

30 無
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111
阪
神
南

高齢者福祉施設「喜
楽苑」における避難
訓練と学習会

高齢者福祉施
設　喜楽苑
（尼崎市）

実
践

3 1 ～ 3 1 喜楽苑 尼崎市

○学習会の開催【3月1日】
・巨大地震による想定津波について学
習、および防災・避難についてのアンケー
トを実施
○ひょうご特別防災推進員の講義【3月1
日】
○今回の活動報告書を作成し関係者に
配布

自身の防災意識が向
上し、援護者が育成さ
れ共助意識が高まる
効果がある

○ ○ ○ ○ ○ ○

利用者
と家族、
職員、
近隣住
民

100 無

112
中
播
磨

災害にそなえよう
置塩地区防災訓練

置塩地区自主
防災会
(姫路市)

実
践

3 1 ～ 3 1
置塩小
学校

姫路市

○中播磨消防署長による講演【3月1日】
○まもりんピック姫路の演目実践
○炊出訓練

継続して訓練を実施
することにより、地域
住民全員の防災意識
が高まる効果がある。

○ ○ ○ ○
地域住
民

400 無

113
阪
神
南

イザ!カエルキャラバ
ン!in百合学院

学校法人　百
合学院
(尼崎市）

実
践

3 22 ～ 3 22

百合学
院中学
校高等
学校

尼崎市

○消火･救出･救護訓練【3月22日】
・尼崎市北消防署の指導のもと行う
○家庭内備蓄品の紹介と使用方法の確
認
○非常食試食
○車椅子の避難誘導訓練

地域の子どもたち、若
い親世代の防災力が
向上する効果がある。

○ ○ ○ ○ ○ ○
生徒・地
域住民

1,000 無

114 神
戸

災害時要援護者支
援事業

塩屋北ふれあ
いのまちづくり
協議会
(神戸市）

実
践

3 14 ～ 3 14

塩屋北
地域福
祉セン
ター

神戸市

○災害時要援護者支援の学習【3月14
日】
・安否確認方法学習（神戸市保健福祉局
の指導による）
・簡易担架、ハンディキャンパー等資機材
取扱講習
（消防士OBの指導による）

要援護者に対する地
域共助の防災力が高
まる効果がある

○ ○ ○
地域役
員・住民

100 無

115
中
播
磨

災害に備えよう!東川
辺防災訓練

東川辺自主防
災会

実
践

3 1 ～ 3 1

東川辺
コミュ
ニティ
セン
ター

神崎郡

○ひょうご防災特別推進員による講演【3
月1日】
・災害発生時の心構えと行動について
○消防署の指導のもと建物火災を想定し
た避難･通報訓練
○消防団指導のもと土のう作り訓練

地域住民の防災意識
が高まり、自主防災組
織との共助意識、連携
が強まる効果がある。

○ ○ ○
地域住
民

45 無


